
重
要
文
化
的
景
観
に
係
る
選
定
及
び
届
出
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

重
要
文
化
的
景
観
に
係
る
選
定
及
び
届
出
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
滅
失
又
は
き
損
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

（
滅
失
又
は
き
損
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

道
路
、
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
通
信
業
務
、認
定
電
気
通
信
事
業（
電

気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事

業
を
い
う
。）、
基
幹
放
送
（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る

基
幹
放
送
を
い
う
。）若
し
く
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
（
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
同
条

第
十
八
号
に
規
定
す
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
い
う
。）の
用
に
供
す
る
線
路
若
し
く
は
空
中
線
系
（
そ
の
支

持
物
を
含
む
。）、
水
道
若
し
く
は
下
水
道
、
電
気
事
業
（
電
気
事
業
法（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）

第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
電
気
事
業
を
い
う
。）の
用
に
供
す
る
電
気
工
作
物
又
は
ガ
ス
工
作
物

の
設
置
又
は
管
理
に
係
る
行
為
（
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
、
駅
、
操
車
場
、
車
庫
並
び
に
発
電
用
の

電
気
工
作
物
及
び
発
電
事
業
（
同
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
発
電
事
業
を
い
う
。）の
用
に
供
す
る
蓄
電
用
の

電
気
工
作
物
の
新
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

二

道
路
、
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
通
信
業
務
、認
定
電
気
通
信
事
業（
電

気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事

業
を
い
う
。）、
基
幹
放
送
（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る

基
幹
放
送
を
い
う
。）若
し
く
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
（
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
同
条

第
十
八
号
に
規
定
す
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
い
う
。）の
用
に
供
す
る
線
路
若
し
く
は
空
中
線
系
（
そ
の
支

持
物
を
含
む
。）、
水
道
若
し
く
は
下
水
道
又
は
電
気
工
作
物
若
し
く
は
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
又
は
管
理
に
係

る
行
為
（
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
、
駅
、
操
車
場
、
車
庫
及
び
発
電
の
用
に
供
す
る
電
気
工
作
物
の

新
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

三
・
四

﹇
略
﹈

三
・
四

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
十
九
号

学
校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
四
年
政
令
第
四
百
三
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

学
校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令

学
校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
以
下
「
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
令
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
十
七
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
学
則
の
変
更
の
届
出
と
み
な
さ
れ
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
に
届
出
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

市
町
村
の
教
育
委
員
会
又
は
市
町
村
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
が
行
う
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請

学
則
の
変
更
が
さ
れ
た
時

二

私
立
の
学
校
の
設
置
者
が
行
う
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請

改
正
令
の
施
行
の
時

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
号

文
化
財
保
護
法
第
百
三
十
六
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
重
要
文
化
的
景
観
に
係
る
選
定
及
び
届
出
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

〇
文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
三
号

視
能
訓
練
士
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
視
能
訓
練
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信


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